







その他のタイトル Technical Support of the Medical Sciences


























[1] 雨谷 恵, 職場巡視から考える安全衛生管理業務の
標準化, 第 12 回筑波大学技術職員技術発表会報告
集(2013) No.33 52-55. 
[2] 北原 匡、神戸昌幸、雨谷 恵、中島 孝, 震災にお
ける書庫や書籍等の転倒落下とその対策, 第 11 回
筑波大学技術職員技術発表会報告集 (2012) No.32 
71-78. 
[3] 中央労働災害防止協会, 安全衛生担当のてびき -基本





[5] 奈良由美子, 生活リスクマネジメント(2011 年) 









Megumi Amagai, Masashi Kitahara, Masayuki Kobe 
 
Technical Service Office for Systems and Information Engineering, University of Tsukuba,  
1-1-1 Tennodai, Tsukuba, Ibaraki, 305-8573 Japan 
 
Keywords: Workspace Inspection, Safety and Health Management, Visualization 
 
医学系電子顕微鏡室の技術支援 
― 現況とこれから ― 
坂本順子 
筑波大学医学系技術室 (医学系電子顕微鏡室) 






























いる TEM 生物試料作製法について紹介する。 
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ヒトヘルペスウイルス 6(ＨＨＶ6)の検出とそのＤＮＡ多型 
中村 貴子  
 筑波大学医学系技術室 







得られた全ゲノム  DNA からウイルス特有の 
DNA を Real Time PCR 法で増幅し、その再活性
化が薬物やアルコールの長期摂取さらに疲労との
関連の検討を行った。また、 HHV-6 ゲノムの両
端に位置する  DR 領域に  6 塩基の  Telomeric 
Repeats Sequence (TRS) が存在し、そのリピート
数に個体差があることがわかった。 
 
キーワード： Human Herpes Virus-6、唾液、Real 
Time PCR 法、Telomeric Repeats Sequence  
１．はじめに 
Human Herpes Virus-6(以後 HHV-6)は 1986 年、
悪性リンパ腫患者のリンパ球より分離され [1]1988 
年に山西らにより小児突発性発疹の原因ウイルス










全ゲノム  DNA からウイルス特有の  DNA を 
Real Time PCR 法にて検出することにより再活性
化とその背景を考えた。また、 HHV-6 ゲノムの













2.1  DNA 抽出 
解剖体血液から DNA を QIAamp DNA Micro 
Kit (QIAGEN 社)で抽出、唾液は  ORAgene ・ 
DNA 採取キット(ORAgean 社)を用いマニュアル
に沿って DNA を抽出し、実験に使用した。 
2.2  Real Time PCR 
図 1に示した配列の Primer および Probe と Taq 
ManRFast Universal PCR Master mix を用い、7500 
















2.3  DR 領域増幅と TRS  
ウイルスの存在が確かめられた検体は、 Primer 
を用いて annealing 58 ℃、60cycle PCR 処理を行
い、DR 領域を PCR 増幅した。PCR 産物は、ア
ガロースゲル切り出し法を用いて  ABI 3130 




3.1  HHV-6 検出検体から既往症等の検討 
解 剖 体 血 液 か ら の  DNA136 検 体 の う ち 
real-time PCR で  DNA の増幅が確認された  51 
検体を Positive 群、増幅が確認されなかった 85 




    図 1. Primer & Probe 配列 
 Taq Man
R
Fast Universal PCR Master mix を使用し、 
60cycle で RT-PCR 処理。 
 Forward  primer
     5’-GAC AAT CAC ATG CCT GGA TAA TG-3’ 
 Reverse  primer 
    5’- TGT AAG CGT GTG GTA ATG GAC TAA - 3’   
 TaqMan  Probe 
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